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《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 

 
事 業 名 県営フォレスト・コミュニティ総合整備事業 地区名等 上十川大川原 

 
【費用対効果の算定内容】 
１．費用対効果の算定根拠 
「林野公共事業における事前評価の手引き」平成１９年版（編集・発行 社団法人日本林業協会）による。 
本手引きは、森林整備、林道開設等の事業整備（総費用Ｃ）によってもたらされる、各種期待される効果（森林

整備等を行うにあたり、本事業を実施した場合としなかった場合の便益と費用の差）を便益（Ｂ）として評価す

るものである。 
 
２．森林整備（林道）事業に要する費用 
■Ｃ：総費用＝２，４８８百万円 
■総費用算出根拠 
 林道整備等に要する費用（林道事業負担額）と維持管理費に要する費用を現在価値化したものの総和。 
 評価期間（整備期間＋耐用年数４０年） 
 ・現在価値化＝社会的割引率（４％）により価値化する。 
 ・総事業費（林道事業費）＝２，１２８百万円 
 
３．森林整備（林道）事業の効果（便益） 
■Ｂ：総便益＝４，７２４百万円 
■総便益算出根拠 
 ・林道整備によりもたらされる森林整備促進によって得られる効果額を現在価値化したものの総和。 
■各種便益（本事業で対象としている項目） 
 ・林業生産便益 
   木材利用増進便益 
   木材生産便益（路網整備による増進分） 
 ・森林整備経費縮減等便益 
   造林作業経費縮減便益（作業道作設経費縮減便益） 
   森林整備促進便益 
 ・森林の総合利用便益 
   フォレストアメニティ施設利用便益（利用確保便益） 
 ・その他の便益 
   通行安全確保便益 
   環境保全確保便益 
   ボランティア便益 
 
【費用対効果分析の結果】 
 
Ｂ／Ｃ（再評価時点）＝４，７２４ 百万円／２，４８８ 百万円 ＝１．９０  
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